
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題点と原因・要因との関連について 

関連の可能性のフロー図 

 

 

 

 

 

 

 

（試案：平成 18 年 8 月 24 日） 
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各図の説明は以下のとおりである。 

 

●図 1 問題点と原因・要因との関連の可能性（検討中；修正前）：有明海（2頁） 

・第 20 回有明海・八代海総合調査評価委員会で提示した図 

 

●図 2 問題点と原因・要因との関連の可能性（検討中：修正後）：有明海（3頁） 

・第 20 回有明海・八代海総合調査評価委員会の資料について、各委員及び関係機関から頂

いた意見を元に修正した図（修正箇所は緑色の箇所） 

 

●図 3 問題点と原因・要因との関連の可能性（検討中：途中経過）：有明海（4頁） 

・これまでに検討した結果の状況を示した図 

 

●図 4 問題点と原因・要因との関連の可能性（検討中：途中経過）：有明海（5～6 頁） 

・これまでの検討結果を踏まえ「二枚貝の減少」をアサリ、タイラギに分けて原因、要因

を整理した影響フロー 
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注）陸域、河川の影響と海域環境のエリアに記載されている赤四角で囲まれた項目は、気象、海象の影響の「日照、風・降雨（台風）」の影響を受ける項目である。 

図 1 問題点と原因・要因との関連の可能性（検討中；修正前）：有明海 

二枚貝の減少
（浮遊幼生期・着底稚

貝の生残率の低下）

ベントスの減少 （平成12年度の)ノリ不作 魚類等の漁獲量(資源量)
の減少、種組成の変化

生物、水産資源

海域環境

陸域、河川の影響

気象、海象の影響

赤潮の発生件数
の増加・大規模化

富栄養化

栄養塩の流入
有機物の流入

貧酸素水塊の
発生：夏季中心

潮流・潮汐の変化

底質の泥化

河川からの土砂供給の減少 干拓、埋立て

水温の上昇

ナルトビエイ等
による食害

漁獲圧

スナモグリ

干潟・藻場の減少

外海の潮位の上昇、
潮位差の減少

日照、風・降雨（台風）・淡水流入

ウィルス

底質中の有機物、
硫化物の増加

漁獲圧

ノリの生産
活動

海底地形
の変化

透明度の上昇

浄化能力の低下

浄化能力の低下

栄養塩の不足

感潮域の縮小

外来種の影響

人為的なｺﾝﾄﾛｰﾙ
(駆除等)

海面積の縮小

化学物質
化学物質



 

3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1）陸域、河川の影響と海域環境のエリアに記載されている赤四角で囲まれた項目は、気象、海象の影響の「日照、風・降雨（台風）」の影響を受ける項目である。 

注 2)修正箇所は、緑色で示している。 

図 2 問題点と原因・要因との関連の可能性（検討中：修正後）：有明海 
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注 1）陸域、河川の影響と海域環境のエリアに記載されている赤四角で囲まれた項目は、気象、海象の影響の「日照、風・降雨（台風）」の影響を受ける項目である。 

注 2）青色矢印は、短期的・局所的な事象に関する知見や他海域の知見を元に検討したものであり、  は問題点の長期的な変動要因になる可能性が高いもの（寄与度の大小を示すもの

ではない）[B＋]、  は知見不足または検討手法に係る委員等から指摘から現時点では問題点の変動要因の有無が判断できないもの[B]、  は検討の結果、問題点の変動要因では

ないと考えられるものである[C]。 

注 3）黒線矢印は、現在検討中である。 

図 3 問題点と原因・要因との関連の可能性（検討中：途中経過）：有明海 
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注 1）陸域、河川の影響と海域環境のエリアに記載されている赤四角で囲まれた項目は、気象、海象の影響の「日照、風・降雨（台風）」の影響を受ける項目である。 

注 2）青色矢印は、短期的・局所的な事象に関する知見や他海域の知見を元に検討したものであり、  は問題点の長期的な変動要因になる可能性が高いもの（寄与度の大小を示すもの

ではない）[B＋]、  は知見不足または検討手法に係る委員等から指摘から現時点では問題点の変動要因の有無が判断できないもの[B]、  は検討の結果、問題点の変動要因では

ないと考えられるものである[C]。 

注 3）黒線矢印は、現在検討中である。 

図 4(1) 問題点と原因・要因との関連の可能性（検討中：途中経過）：有明海[アサリ] 
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注 1）陸域、河川の影響と海域環境のエリアに記載されている赤四角で囲まれた項目は、気象、海象の影響の「日照、風・降雨（台風）」の影響を受ける項目である。 

注 2）青色矢印は、短期的・局所的な事象に関する知見や他海域の知見を元に検討したものであり、  は問題点の長期的な変動要因になる可能性が高いもの（寄与度の大小を示すもの

ではない）[B＋]、  は知見不足または検討手法に係る委員等から指摘から現時点では問題点の変動要因の有無が判断できないもの[B]、  は検討の結果、問題点の変動要因では

ないと考えられるものである[C]。 

注 3）黒線矢印は、現在検討中である。 

図 4(2) 問題点と原因・要因との関連の可能性（検討中：途中経過）：有明海[タイラギ] 



 


